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「常務J r月報編集責任者」退任の辞

W ords of my Resignation from the Posts of 

“Managing Director" and “Chief Editor" 

社団法人スウェーデン社会研究所は、公器であ

りますゆえ、 1人の人が実務執行の職を占める期

聞は長期に過ぎてはならぬと思われます。それゆ

え、私は1977年の当所10周年記念行事の終了直後

の総合委員会において口頭で「常務理事」辞任を

申出て、それを受理すべき理事会の開催を要望し

ました。その後、理事会は1978年12月20日に聞か

れ、その席で他の重要人事案件とともに、私の

「常務」辞任は認められました。

他の重要人事案件というのは、第 1、大平理事

長の一身上のご都合による「理事長」辞任。 第

2、西村理事の「所長」辞任。第3、平田理事の‘

「所長」就任。第4、堀内事務局長の 「常務」 辞

イ壬でした。

これら人事のうち、第 1・第2・第3について

は、この「月報」の昨年12月号に「お知らせ」と

して報知されましたが、私の件につき ましではこ

こに筆を執り記録にとどめ、且つは会員の皆様方

に、私の常務在任中の有形無形の御高配御鞭撞に

対し、取あえず誌上をかりでご報告寿々御礼申上

げたく存ずる次第でございます。

なおこの月報の「編集責任者」としても、私は

創刊号よりその職務をつとめてきましたが、昨年

12月号の分以後は、その責任から離れる結果と相

成りま した。編集責任者としての10年間、読者へ

のサービスを心掛けつつも、貧弱な出来が常習化

して申訳なく存じております。また寄稿者のどな

た様にも無料の勤労奉仕をお願いせざるを得ない

高須裕
Prof. Yuzo Takasu 

状況でしたことを心苦しく存じて居ります。

今後は原稿料などの予算をつけた態勢ができる

ことを、後任の月報編集責任者のためにも希望し

ておきます。

常務理事退任に際し各方面の方々にご挨拶した

きは山々ですが、紙幅もありませんのでご高諒を

いただき、ここではまず3代にわたるスワェーデ

ン大使以下大使館の方々のご厚意に感謝申し土げ

ます。

当研究所の事業のーったる日瑞文化の交流を具

体的な仕事にしようとするときなど、しばしば松

前会長の御高導を頂いて参りました。過去10年を

省み、心より御礼申上げます。

また、当研究所の法人会員の拡充や、特別の企

画などに際しては、しばしば大平理事長の御高配

を頂いて参りました。大平先生と時を同じうして

私も離任した目、改めて感謝申上たことでした。
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ヘ ツクシ ャー前大使にお会いして

理事西村光夫

Prof. Teruo Nishimura 

へツクシャー前駐日大使が久々に来日された。非公式 だというお話だった。わたくしは9月初旬スペインに行

の来訪だし、滞在日数も極めて短かいということで、非 く予定があるので、その前に貴国に立寄ろうかと思って

常に忙しい日程のようであった。わたくしは去年もスト いると言ったら、いや出来たらあとの方が良L、。選挙の

ックホ1レムで寸時お会いしたが、折角東京に来られたの 前だとみなそれに気をとられて落着かないからというこ

だし、御挨拶だけでもしたいと思い、無理を言って、30 とであった。わたくしは選挙時に二度ほどストックホル

分ほど面会の時聞を作って頂いた。 3月15日午前 11時 ムを訪れたことがあるが、それほど関心が高いとは思え

半、大使館に赴くと、大使はフリッツオン情報参事官の なかったが、今年の場合特別の空気が予想されるのだろ

部屋で待っていて下さった。時聞があれば大使から聞き うか。前の前の選挙で、は社民が勝った。たまたまその翌

たいことは山ほどあるのだが、午後の約束をもっている 日ミュノレダーノレ博士にお会いしたが、そのとき博士はか

という のでは仕方がない。ゃあしばらく 、お元気ですか、 なり興奮されて、 「ど うだ、どうだ」と大声て、喜ばれた

御覧の通りと言った外は2、3の雑談を交えることが出 ことが思い出されるが、それは寧ろ例外で他の人々は割

来ただけであった。その雑談のなかで大使が一番力を入 に冷静だ、ったように思う。大使の話を聞いて、こんどの

れて言われたことは今年の総選挙 (9月16日施行〉はと 選挙が人々からそれ程高い関心をもたれているなら、選

ても重大だということであった。かれはかつて自由党の 挙当 日頃ストックホJレムを訪ねてみょ うかと思ったこと

党首だったこ ともあり、社会民主党の側ではない。お前 である。

はどう思うかと逆に質問を受けたが、わたくしには個人 経済の話にはるまり立入る間がなかった。ただ段々改

としては現政権の持続を望むが、わたくしのスウェーデ 善されてきているということであった。 大使は昨年から

ンの友人たちには社民の優勢を言 うものが多いと答える 瑞日基金の理事になられたことであ れ秋にはゆっくり

ほかなかった。そうしたら大使はし、やそれはL、ま五分五 ストックホノレムで、お話し合おうということで、帰路の空

分で、その動向にはみな重大な関心を寄せているところ 路平安を祈ってお別れした。

ワレンベルイ氏 80歳を迎えなお健在

一一一Mr.Wallenberg is still going strong--

本年をもって 80歳を迎えたワレンペノレイ氏 (Marcus

Wallenberg)はなおかくしゃくとして健在である。ス

ウェーデン産業界の代表者として国際的に著名なワレン

ベノレイ氏は、今なお産業王国の頂点にあり 、大方の予想に

反して、近年の経済危機からもかつてみないほど力強く

苦境を脱出している。スウェーデンの週刊紙 Veckans

Affarerの調べによれば、Asea，Electrolux. L M Erics-

s'on. SKF. Saab-Scania. Alfa-Lavel. Atlas Copco. 

Astra. Flakt-fabriken. Swedish Match.といった数

多くの有名なスウェーデンの会社を包括するワレンペノレ

イ・ グノレーフ。は、その従業員を 1973年の 398，000人から

418，000人に増やしている。そしてこのグループ。は、今

やスウェーデンのビジネス部門における 7.5%を担って
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いる。

スウェーデンの‘ゴールデン ・クラブ'を構成する25

社のうち、ワレンベ/レイ ・グルーフ。以外の主なものは、

その強力な拡張で有名と なっているチネ ピック・グルー

プ (KinnevikGroup)である。チネピック・グルー

プで最も知られているものは、鉄鋼 ・切断合金製造の

Sandvik社である。同社の競争相手の Fagersta社は、

最近チネピック ・グノレープの一部となった。チネピック

の会頭でありスウェーデン産業界の他の偉大な指導者

故 HugoStenbeck氏の後継者は、彼の令息 JanHugo 

Stenbeck氏である。

‘Sweden Now' 1， 1979より

(編集部〉



女帝 人 の 軍 務 (2) 

Women in the military Service (2) 

|国防軍に勤務する婦人の取扱 i
地位 国防軍に勤務する婦人は、どこの国でも

おしなべて階級を持ち、制服を着用している。彼

女たちはこれによって、国際法的に、1949年8月

12日のジュネープ条約による軍人の地位を享有す

ることができる。ただノノレウェーの SIF要員だ

けは例外で、制服を着用するがシピノレ扱である。

ノノレウェーではKIF一伍長、 KIF-中尉等

の階級名が使われている。デンマークではロッタ

およびロッタ中隊長教育を受けたものはホームガ

ードニ等大尉の、半中隊の指揮者(中隊長代理〉

はホームガード中尉の、小隊の指揮者はホームガ

ード少尉の、小隊長代理はホームガード伍長の肩

書が授けられる。幹部はすべて階級章をつける こ

とになっている。

スイスでは軍隊の階級は一切使われていない。

というのは婦人には、階級にふさわしい資格が

欠けていると見られてい るからだ。ただ FHD

(DER FRAUEN-HILFS. DIENST)の幹部

教育をうけた婦人には

FHD一Kolonnenfuhrer(F H D一継隊長〕

FHD-Dienstchef (F HD-勤務長)

FHD-Dienstfuhrer (F H D-勤務指導員〉

FHD-Gru ppenfuhrer (F H D一分隊長〉

等の名称を与える。

スウェーデンでは、軍属 (civilmilifar )の階級

が与えられるようにとの勧告が出ていたが、今回

の措置によって英仏並になるはずである。

武装 ノルウェーとスイスは、婦人要員に携帯

兵器さえ持たせない。デンマークでは民防を含み

全員、スウェーデンでは国防軍に勤務するものだ

け、武装することになっている。もちろん教育の

中に、兵器取扱法が含まれている。射撃訓練はデ

ンマークでは自 由、 スウェーデンでは必須教育科

目とするように、勧告書が出ている。

採用と契約 最低採用年令は、ノノレウェーおよ

顧問小野寺 信
Adviser Makoto Onodera 

びデンマーク18歳、スイス19歳である。35歳以下

で採用 されるのが普通で、ある。スウェーデンでは

18歳、訓練はその前に始め まる。ノルウェーおよ

びスイスでは、採用のとき軍医の作製した健康証

明書を提出することになっている。ときとして、

特別の診察を要求されることがある。スイスで

は、個人関係の調査が特に綿密を極める。デンマ

ークでは、この種調査を行うのは居住地の地区委

員会である。

スウェーデンでも恐らく、レント グン診断と血

液型と心理学検査が行われることになるであろ

う。なお、基礎訓練中に、当該者の幹部としての

適否がいろいろな方法で試められる。この際特に

重視されるのは心理試験である。

戦時のための篤志婦人軍隊服務契約の有効期聞

は、固によっていろいろ違っている。デンマーク

およびノノレワェーでは契約によって、少くも一年

間服務しかっ所定の訓練を受け、動員業務を助け

ることが義務づけられている。契約は一年後に解

約することができる。 解約は通告3ヶ月後に効力

を発生する。スイスの場合は、教育の外に13週間

の戦時編制部隊における勤務が義務づけられる。

解約の理由として認められるのは、妊娠と疾病と

結婚だけである。スウェーデンでは、契約期聞は

4ヶ年を適当とする意見が出ている。契約に含ま

れる条項で着目すべきは、戦時編制を以てする複

習教育と戦備訓練への参加の義務づけと、戦備訓

練間および戦時契約解約が認められないことであ

る。もちろん兵役服務者と同じようと、休暇をと

ることができる。解約通告期聞は 6ヶ月である。

もちろん、居住、 食事、装備、医療等の無償、無

料乗車(船〉特典がある。なお、スイスでは軍務

に従事する篤志婦人は、経済的に優遇されている

のが目立つ。すなわち FHD婦人の 80%は、固

と雇傭主との聞の協定によって貰える。スウェー

デンは給与の点では、やや劣っている。
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|スウェーデンの婦人義勇回同防要員の l
教育期間と服務年令 | 

つ。

この問題についてもう少し詳しく説明して見よ

総合国防当局側方泊らは各団体に対して第 1表に

示すような要求が出ている。表のうち、軍の常勤

A一要員と臨時要員B一要員とに区分される。要

員A.Bを通じ戦時職務を契約を契約しているも

のの数は、次のとおりである。

SBS メンバー約10，000人のうち約 2，500人

SRK j ンパー約60，000人のうち約 7，000人

SLK メンパー約80，000人のうち約40，000人

SKBRメンバー約14，000人の うち約 7，000人

A一要員の教育は国庫の、B-要員の教育は所属

団体の負担である。

最も大切なA一要員の教育は、これを一般教育

と業務教育に区分することができる。一般教育の

科目は、総合国防の概要、 ABC防護および看護

サービス等である。

第 1表

総合国防当局の義勇団体に対する要員要求

団体名

勤務区分

専門教育においては充用される任務に関係する

科目が授けられる。教育期間は第2表のとおりで

あるが、 4年目毎に60時間または10日間の復習教

育に参加するように義務づけられている。

A -要員のうち軍隊に勤務するものの階級別教

育程度および年令制限は、第3表のように定めら

れている。

第2表

コ 一 ス 別〉

陸 海 空

LKA (兵士〉 96 60- 70 108 

LKB (兵長〉 80-140 60- 70 72 

H K (下士宮〉 42-96 70-100 72 

I K (教官〉 184-200 165 144 

第 3表

S B sl S RKI S LKlsKBR 

兵士 LKAコース卒 16-45 16-60~16-55 18-50 

丘長 LKBまたはLK18-45 20-50 Aと職務コース卒 ぺ21

下士官 HK卒職またはLK21-55 23-55 Bと 務コース卒

HKと特別の職務
士官コース事、副官コー 21-55 23←55 

ス、人コース卒

常勤要員 臨時要員
B一要員すなわちパートタイマーの服務年令は

16乃至65歳、教育はそれぞれ所属の団体がアレン

500 100 ジするが、 A一要員の教育の一部参加させる方法
3，000 2，000 

もある。教育時聞は担当する職務によって違う
200 

400 
が、10乃至45時間、最も長いのはホームガードの篤

3，700 2，500 
志看護婦の45時である。教育は個人別に毎年日を

定めて行われるが、実際規則正しく行われている

のはホームガード所属のロッタの分だけである。
3，800 1，400 
3，000 500 

3，000 

2，000 1，000 

11，800 
要するにスウェーデンを初めとして、諸国は平

2，900 
戦両時を通じ、婦人の活動に大きな期待をかけて

24，000 
いるということができる。このような考えかた

24，000 
は、第二次世界大戦の経験に基くものである。

1，000 5，000 
1，000 今、婦人は家庭外でいろいろな方面で社会的にめ

26，000 29，000 ざましく活動している。この活動の成果が、戦時

人的資源の利用を効果的ならしめるために、平時

1，300 19，000 軍事訓練を受けた婦人の防衛部門に正規軍人とし

2，500 て進出する道を聞いたのである。

10，0∞ スウェーデン以外の国では、篤志婦人が先ず第

1，300 31，500 ーに使われたのは、 国防軍そのものであった。ス

業

務

防
動

S

医

計

四

軍

農

獣

民

SKBR 

軍

民防

衛生勤務

民間輸送機関

計

SLK 

軍

民防

民間指導機関

言十

SBK 

軍

民防

医療サービス

計
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ウェーデンの歴史は、これとは全く対眼的に、広

く総合国防組織内で活動し、就中特に目立つのは、

総合国防組織内の市民防衛部における彼女たちの

活動である。だが正規士宮任用の点では遅れてい

た。本稿に引用したその他の諸国においても篤志

婦人の活動が総合国防組織の民防分野に重点を移

すのは、将来戦の特性から見て、時間の問題であ

ると言うことができる。

そもそも社会学的に見ると市民防衛は、第二次

世界戦争の生んだ防衛と社会との統合の現象であ

った。婦人の軍への職場進出は、婦人問題と防衛

問題の一種の綜合と見倣すことができる。いわゆ

る兵役制度のかベを超える乗入は、社会問題研究

者にとって極めて興味深いことである。

参考

Sitig Marcus : Att vagra v註rnplikt1970-No.1 

Centralforbundet Folk och Forsvar 

Svensk tidskrift 1979-No.1 

Sou， 1968-54 Frivillig-forsvaret 1. 

De frivillig forsvarsorganisation 

erna utom hemvarnet 

PP 263-271 

ス ウェーデ ン 人と教育

ーよりポピュラーとなった成人教育-
The Swedes and their Education 

教育は民主主義と繁栄にとっての重要な鍵の一

つである。大衆の教育が高まるほど、国の政治過

程における参加の機会も拡がり、教育が進歩する

ほど、産業や貿易は発展する。また、個人の生活

資質も、良い教育によって保証される。

さて、スワェーデン中央統計局は、国民の生活

水準調査の一環として、今後の教育計画逐行を可

能にするために、このほど教育についての大規模

な調査を行った。

その調査結果は、経済の平等化で全ての平等問

題を解決できると信じている人たちを落胆させる

に十分であった。というのは、教育的動機が、世 h

代から世代へと受け継がれてゆくことが明らかと

なったからである。親が義務教育以上の教育を受

けているものは、彼ら自身良い教育を得ている。

一方、親の経済事情は、彼らの教育水準に比較的

小さな役割しか果していない。ところで今回の調

査は、意識的教育政策や、ラジオ、テレビといっ

た近代的コミュニケーションの手段は、こうした

事実にわずかに影響を与えるのみであるというこ

とを確たるものとさせた。

にもかかわらず、スウェーデン人は概して知識

への渇望を示し、大人といえども各種のコースに

好んで出席している。 1960年代から 70年代を通

じ、国は成人教育に多大の投資を行なった。 1974

年、全成人人口の32パーセントが、なんらかの型

の教育にかかわっている。それは、とくに各種コ

ースへの出席を好む女性において真実であるが、

シャーロッテ・ヴェント

必 Tしもその結果を労働市場に産み出したわけで

はない。他の固と同様、女性は今だに同等の教育

を受けた男性に較べると、熟練を要する仕事に携

わることは少ないし、また給料も低い。

O学校制度

人びとの学習を妨げるものは何か。良い仕事や

自己満足における高等教育の報酬とは何なのか。

その回答を調査者は要求したのだった。

ところで、スウェーデンの繁栄に伴い、 1950~

75年の聞に変化したスウェーデンの学校制度やそ

の過程を述べることから始めよう。この時期にお

ける学校改革の目的は、全ての人に利用し得る教

育をということであった。

1950年までは、義務就学は 6ヶ年であり、その

後、漸次9ヶ年に伸ば主れた。また、学校を続け

たい人は、職業学校か、高等学校、中等以後の教

育へと接続する中学校へ行った。一つの型の学校

から、他の型へ移ることは困難なことだった。 6

ヶ年を修了した時点で、自動車工になろうとする

ものが、他の生涯を選択しようとしても、それは

ほとんどできない袋小路のものであった。

しかし、人口増加が教育拡張を促し、 1940年代

のベビーブームは、新しい学校や新しい形式の学

校を要求するに至った。教育改革は、 1960年代の

全生徒を第9学年まで一緒に教育する総合制基礎

学校から始まった。さらに改革は進み、総合制高

等学校になると、職業訓練コースや理論的コース

は、同じ屋根の下に組み込まれ、これによって、
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生徒はあるコースから他のコースへの移動が可能

となり、また職業志向のコースの威信を高めたの

であった。

1960年代の終りには、総合大学で学習コースの

固定化へと変化をみたため、多くの学生はより早

く卒業できるようになった。政府貸与による修学

援助が、 1965年に導入されたので、経済的理由で

勉学できない人は、だれもいなくなった。このた

め、 1960年代から70年代までの総合大学及び単科

大学の学生数は、 1950年の17.000人から、 1965年

の69，000人、さえに1976年の 113，000人と、急激

な増加を示したのであった。

教育改革は、若い世代の大部分の人がよい教育

を受けている反面、僅か 6ヶ年しか学校教育を受

けていない45歳以上の人がたくさんいることを意

味する。

ここでいくつかの統計を見てみよう。 25~34歳

クVレープの11.5%は2ヶ年以上の大学教育を受け

ているが、 35~44歳グノレープでは 8.1 %、 45~54

歳グループでは 5.1%、そしてそれ以上の年令グ

ループでは 2.5%の僅かとなっている。 9ヶ年以

下しか学校教育を受けていない人たちに対する年

令別区分による数字の割合は、もちろんこれと反

対で、 20~24歳グノレープでは 8， 6%、 55~64歳グ

ループでは63.6%にも及ぶ。

教育部門への大幅投資は、学校制度における被

雇用人員の増加、 1950年の73，000人から1970年の

160.000人となっていることにも読みとることが

できょう。 1950年の公財政支出教育費の対GNP

比3%は、 1970年には、 7.2%もな っているので

ある。

0成人教育

1940年代の高出生率は、それにつづく 1950年代

まで、初等・中等教育の縮少を不可能とさせた。

さて1960年代に入り、成人教育に力を注ぐところ

となり、かつて機会をもてなかった人たちに学校

に戻ることを得させ、経済の構造的合理化は職業

転換を余儀なくさせ、し、わゆる労働市場訓練を行

なわせている。

また余暇時聞に、娯楽の一種としての種々なコ

ースに参加を希望している人がたくさんいて、と

くに女性の聞では伝統的手芸や語学などに人気が

ある。

1960年代、成人教育への投資が始まった時iそ

の目的は、まず人々により良い様々な職業訓練を

6 

与え、それによって国のより一層の経済成長を計

るためのものだった。それはまた、かつて教育を

受けれなかった人たちに、教育の機会を与えるた

めのものだった。しかし、今日ではその目的は変

わってきており、各個人を高め、彼らの知識への

渇望を満たすべきものとなっている。成人教育の

諸コ ースについてさらに詳細に見てみよう。

成人教育協会は最も多い学生数を有し、政治団

体、宗教団体、労働組合によって組織されてい

る。そのコ ースは多くの場合、4~20人の人たち

が週一度集まる学習サクールの形式をとってい

る。

政府の労働市場庁は、労働市場における個人を

助けるということを目的とし、失業者を再訓練し

て、入手不足の生じている所へ職につかせてい 1 

る。

雇用者は労働時間内で短期間の職業志向の諸コ

ースを設けている。

労働組合は、労働組合主義の諸コースを設け、ま

た、国語、数学といったコースも設けている。

多くの場所で成人たちには彼らが若い時受けら

れなかった前期・後期中等教育を得られるよう

に、特別学校を設けてある。授業は夜間が多く 、

国語、数学、英語、公民の基礎知識に重点が置か

れている。こうして政府は特別な援助をしている

のである。

0学んでいるのは誰か

調査結果は、すでに良い教育を受けた人たち、

および成人教育に組み込まれた様々なコースに参

加した人たちであることを明らかにした。そして

よく訓練を受け、熟練を要する仕事に就いている

人は給料がよいということも。

女性は労働時間内における上級の訓練には、ご

くたまにしか参加しないが、成人教育協会や、市

町村成入学校によ って運営されている諾コ ースに

は、男性よりも数多く出席している。そして男性

は社会政治、経済、工業などの学科を学ぶのに対

し、女性の大部分は、むしろ語学や手芸を選択し

ているのである。

種々のコースで学ぶ男性の、 62%の人は、自分

たちの職業訓練の一部として学んでいると言って

いるが、女性でこれと同じ回答をした人は41%し

かいない。

人びとをコースに出席させたり 、家に留まらせ

たりするものは、仕事の交替や非社会的時聞が重



り

大要素と考えられているが、今回の調査報告によ

るとそうでもないらしい。事実、学習に興味を抱

いている人で、労働時聞に妨げられている人は 5

%しかおらず、かわりに、「やることが多過ぎる」

とか「それに打ち勝つことができない」とかいっ

た陵昧な表現を理由として上げている人が半分い

た。また子守りを理由に学習ができないといった

人もいた。全体から見て、学習の障害となるもの

は、異った教育水準でも人びとにとっては同じも

のであり、異った職業集団内での相違は、さほど

大きなものではないのである。

0学んだことはどこへ通じるのか

学習によって得られるものは、良い仕事、高サ

ラリー、大きな自己満足なのだろうか。男性にと

ってはこれは当っている。また、人は学習によっ

て経済的恩恵を得る。後期中等教育を受けたグノレ

ープの人の平均収入は、月、 2，400クローナと 9

ヶ年以下の学校教育を受けている人より高い。こ

れは45~64歳までの人たちの場合の数字だが、青

年や中年の人たちにとっては、その差は大きくな

い。女性にも男性と同じ様に、学習によるサラリ

文献紹介
Book Review 

ーの差がある。しかも女性は男性よりサラリーが

低く、また単調な仕事に就くことがごく普通とさ

れている。女性で、 45 ~64歳のうち、後期中等教

育を受けた人の81%は適切な職についており、 9

ヶ年の学校教育を受けた人の場合だと 57%であ

る。このように、高等教育を受けた人は貧弱な教

育を受けた人よりも広範囲な職についているとい

うことがいえ、男性にとってとくにそうである。

学習によって金銭をより得るということは明らか

なことだが、危険なことは高等教育を受けた人

と、そうでない人の聞にある隔りが拡がり続けて

いるということである。教育を受けた人の子供は

親に影響されより勉強し、逆に教育を受けなかっ

た人の子供はあまり学習に興味を示さないという

具合に悪循環をくり返す。いずれにせよ、今回の

中央統計局の調査結果を受けて、福祉国家スウェ

ーデンがこれらの問題をうまく処理できるよう

に、専門家や政治家は、さらに考え続けてゆかね

ばならない。

(‘Current Sweden' No. 210 

Feb.1979より、中村明雄要約〉

エレン・ケイ著

小野寺信・百合子共訳
「児童の世紀」

Joint Translation of “Ellen Key， Barnets arhundrade， 1900" 

by Makoto & Yuriko Onoderas 

冨山房百科文庫

スウェーデン社会研究所創設の準備段階からの

功労者たる小野寺信・百合子ご夫妻が、このほど

富山房百科文庫の一冊として「エレン ・ケイ、 児

童の世紀」を共訳された。お二方は 6年前に同じ

くエレン・ケイの「恋愛と結婚」を岩波文庫から

共訳公刊されている。両書ともスウェーデン語の

原本からの直接の訳で、その真面目な不断のご精

進の程、敬服のほかなく、日瑞文化交流史に不滅

の共有財産を残された功績はまことに大きい。

その「訳者後記」の終り近くに、

高須裕
Prof. Yuzo Takasu 

「原著刊行以来すでに80年に近く、評判の名文

に用いた正字法も文体も、いまとなっては古く、

引用された事例には歴史の彼方に消えたものも少

なくない。訳者は、その名文の調子と行間の含蓄

をなるべくそのまま読者に伝えるように努力し

た」とあるが、そのご苦心のほどお察しするに余

りがある。

およそ古典を訳する人に必要な 1条件として、

訳者が昔のことのみならず今日の問題についても

批判カと解釈力とをもつべきことが挙げられよう
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本のわれわれの最も大切な問題点でもある。

「解題」はさらに傾聴すべき文字を連ねてい

る。すなわち「エレン・ケイの主張した『社会の

母性』が危うくなってきた。生活程度は向上する

が、生活費はかさみ、母親も働かねばならなくな

り、働くと収入は増加するが税金は高くなり、生

活費が不足して母親の労働が必要となってくる。

生活費と労働、収入と税金の循環は、貨幣の支配

する文明国では容易に断たれそうもない」という

一句は、まことに「近代」の文明を延長して「現

代」福祉国家を築こうとしている「先進」諸国の

錯誤に対する頂門の一針であろう(傍点は高須〉。

さてこのケイの「児童の世紀」は、 1900年とい

う今世紀の第 1年に世に問われた母親 ・児童 ・家

庭 ・教育に関する論説集であり「家庭を国民教育

の中心とする意味で、母よ家庭に帰れ」と呼びか

けたものであった。ところが 「近代化」が偏って

急進展したために、家庭が生産の場・教育の場た

ることを失い、核家族化、さらに家族崩壊へと進

行した所に、今日の社会悲劇の根拠があるのであ

ろう。

この書の「訳者後記」の最後の日付が 11979年

国際児童年初春」と記されているのを見て巻を閉

じるとき、この書が児童に関心をもっ万人によっ

て今年中に味読されるこ とを私は期待したい。

が、この線についても、この 2人の訳者は十分な

資格の所有者であると私には思われる。読者がま

ず官頭の 「解題」を味読されれば、同様の感を抱

かれるであろう。

その「解題」においては、まずエレン・ケイの

一生が、彼女の生きた19世紀から20世紀にかけて

のスウェーデン社会史を背景にして、簡にして要

を得た筆の運びで解説されている。

家庭環境にも天賦の才にも恵まれたケイの人格

の成長発展につれて、彼女の業績の数々が語られ

るが、訳者は彼女の欠点、についても客観的に指摘

することを怠ってはいない。

さて 「解題」は、最後に近い所で一転してケイ

死後50年の今日の 「高度社会福祉国家」スウェー

デンの問題点の核心に触れてくる。 1930年代以降

のスウェーデン社会政策の進展は、かつてケイが

要求した施策や制度をほとんど現実にしてきた。

「しかし彼女は、今日の高福祉に伴う高負担を予

想しただろうか?Jと。

教育面ではその機会均等がかつてのケイの希望

通りに実現してきた。 1たが、エレン・ケイの望

み通りに進んでいないものがある。それは幼児の

母が家庭に帰らないことだ」と。

この寸鉄の一言、まさにこんにちのスウェーデ

ンの問題点の核心を衝いており、同時にそれは日

編
集
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者
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新刊のお知らせ

章一

ここ

小野寺 信羽
小野寺百合子ロハ

当研究所顧問小野寺信氏および同理事小野

寺百合子氏ご夫妻が共訳された上記の本が冨

山房より出版されました。本月報中に高須裕

三教授がその書評を掲載されましたので併せ

てご紹介いたします。

高須裕三理事には、このほど本月報の編集責任

者を辞任されました。高須理事は皆様ご承知の

とおり、昭和43年 1月の創刊号より約11年間に

わたりその編集に尽力され、その間ご自身でも

多数の貴重な論文を執筆し紙上を飾られまし

た。当研究所の会員の期待への大きな貢献に対

し心より敬意を表します。

今後の編集は、当研究所理事の中嶋博早稲田大

学教授および同理事の丸尾直美中央大学教授が

担当され、発行関係の事務を堀内六郎理事が担

当することになりましたのでお知らせいたしま

す。

この機会に、会員各位の本月報へのご寄稿ある

いわその編集に対するご意見をお願いし、たしま

す。ご寄稿に対しましては文字どおりですが薄

編集責任者の更送
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